
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

萩市見島の方言アクセント考 : 二拍名詞第五類の性
格について

添田, 建治郎
山口大学人文学部助教授

https://doi.org/10.15017/11986

出版情報：語文研究. 61, pp.49-53, 1986-06-03. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



萩
市
見
島

の
方
言

ア
ク
セ
ン
ト
考

二
拍
名
詞
第
五
類

の
性
格
に

つ
い
て

添

田

建

治

郎

山

口
県
萩
市
見
島

の
方
言

ア
ク
セ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
岡
野
信
子

氏

や
筆
者
な
ど

に
種

々
の
報
告
が
あ
る
が
、
未
解
決

の
課
題
も

な
お
残
さ
れ

て

い
る
。
本
稿

で
は
、
二
拍
名
詞
第

四
、
五
類
分
化

・
統
合

の
問
題

に
関
連
し

て
、

国
語

ア
ク
セ
ン
ト
史
上
重
要
な
第

五
類

の
性
格

に

つ
い
て
、

い
さ
さ
か

の
卑
見

を
明
ら
か

に
し

て
み
た

い
と
思
う
。

調
査
地
点

は
見
島
本
村

(在
)
、
報
告

は
、

主
と
し

て
、
最
も
古
態
を
残
す
老

年
層
2
名

(80
歳
代
の
曽
野
孝
助
氏
と
50
歳
代
後

半
の
長
谷
川
延
子
氏
)
に
共
ハ通
し
た

ア
ク
セ
ン
ト
の
姿
を
も
と
に
行
う
。

調
査
期

間
は
昭
和
54
年
7
月
～

61
年

1
月

で
あ

る
。

さ

て
、
筆

者
の
旧
稿

「
萩
市
見
島

の
方
言

ア
ク
セ

ン
ト
卑
見
」
(語
文
研
究
52

・

53
号

昭
和
57
年
)
で
は
、
当
該
地
点

の
ア
ク
セ
ン
ト
の
実

態
、
体
系
と
変
化

の

諸
相

に

つ
い
て
記
述

し
た
。

こ
の
中
、

二
拍
名
詞
基
本
節

の

ア
ク
セ

ン
ト
の
型

と
考

え
て
み
た
。

そ
れ
ら
第
五
類
語

の
中

で
・
○
▽
を
と

っ
て
い
る
諸
語

は
、

日
常
使
わ
ず
耳
慣

れ
な

い
語
だ

っ
た
り
見
島

固
有

の
方
言
形
を
も

つ
語

に
偏

っ
て
い
る
ゆ
え
、
比

較
的
早
く
山

口
県
本
土

の

ア
ク
セ

ン
ト
●
○
▽
が
習
得
さ
れ
た
も

の
だ
と
考

え

て
お

い
た
。

こ
の
度

は
、

そ
の

「第

四
、
五
類

は
○
・
▼

で
統
合

」
と
し
た
旧

稿

の
結
論

を
維
持

し

つ
つ
、
解
釈

の

一
部
を
補
訂
し

て
、
さ
ら

に
は

「
二
拍
名

詞
第
五
類

の
性
格
」

の

一
端
だ
け

で
も
明
ら
か

に
し

て
み
た

い
と
思
う
。

さ
て
、
見
島
本
村

(在
)
ア
ク
セ
ン
ト

に
み
ら
れ
る
現
状
、
「第

四
類
○
●

▼

専

ら
、
第

五
類
○
●

▼

・
●
0
▽
拮
抗
」

は
、

我
が
国
中
央
部
の
甲
種
系
ア
ク
セ
ン
ト
地
域

一
帯
と
隔
絶
し
た
周
辺
部
で
、
そ
の
区

別

(筆
者
注
、
第
四
、
五
類
の
区
別
)
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
占
い
日
本
語
に

お
け
る
そ
の
区
別
の
存
在
を
主
張
す

べ
き
有
力
な
証
拠
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
(奥
村

三
雄
氏

「国
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
の

一
問
題
「
出
雲
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
中
心
に
」
(藤

原
与

一
先
生
古
稀
記
念
論
集

『方
言
学
論
叢
』
豆

昭
和
56
年
))

と
み
な
す
立
場
か
ら
は
、
何

と
し
て
も
注
目
し

て
お
き
た

い
現
象

で
あ
る
。

ま

ず
、
そ

の
第

四
、

五
類
分
化
説

に
立

っ
て
考
え

て
み
よ
う
。
第

四
、

五
類

に
区

別
あ
り
と
す
れ
ば
、

現
在
み
ら
れ
る
ご
と
き
第
五
類

の
相

(○
●
▼
、
●
○
▽
拮

抗
)

を
生

み
出

し
て
く
る
祖
形
は
、

ど

の
よ
う
な
も
の
と
想
定
す

る
こ
と
が

で

き
る
の
か
。
今

の
場
合
、
○
・
▼
、
●
○
▽
の
う
ち
の
い
ず

れ
か

一
方
、

そ
し

一49一

 

の
体
系

に

つ
い
て
は
、

そ
の
際
取

り
上

げ
た
問

題

の

一
つ
に
、

第

四
類

で

の
○
・

▼

に
安
定

し
た
姿

(0
●
▼
44
語
●
○
▽
5
語
)
に
比

べ
て
、
第
五
類

に
目
立

つ
○
・

▼
、
・
○
▽
拮

抗
し
た
相

(と
も
に
17
語
)
を
如
何

に
解
釈
す

る
の
か
、
と

い

っ
た
点
が
あ

っ
た
。

㍉



て
第

三
の

ア
ク
セ

ン
ト
の
型
○
・
▽
、
以
上
三

つ
ほ
ど

の
可
能
性

が
考

え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
順

に
そ
の
当
否
を
吟
味

し

て
み
る
。

、

一
第
五
類
○
・

▼
祖
形
説

何
と

い

っ
て
も
、
○
・
▼
多
数

の
第
四
類

語

の
中

に
ほ
と
ん
ど
●
○

▽

例
を
見
出
せ
な

い
の
が
不
都
合

で
あ
る
.
そ
れ
に
、
第

五
類

の
祖
形
を
○

●

▼
だ
と
し
た

の
で
は
、
自
ら
第
四
、
五
類

が
○
・
▼
で
統
合

し
て
い
た

こ
と
を
認
め

る
よ
う
な
も

の
で
、
分
化
説
と
し

て
成
立

し
え
な

い
。

口
第
五
類
・
○
▽
祖
形
説

●
○
▽
多
数

の
第
三
類

に
1
語

の
○
●
▼
例

も
存

せ
ず
、
説
得
力

に
欠

け

る
。

■
第
五
類
O
●
▽
祖
形
説

第

三
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
○
●
▽
に
祖
形
を
求

め
る
口
説

は
如
何
か
。

■
説

は
、
第

一
、

二
類
が
現
在

の
よ
う
な
○
●

▽
を

と
る
以
前

に
、
第
五

類

に
お

い
て
、

の
変
化

が
次

々
に
起

き

た
と
み

る
立

場

で
あ
る
。

こ
の
説

の
成
立

の
鍵

は
、
祖
形

の
○
・
▽
か
ら
何

ら
か
の
事
情

で
○
●

▼
と
・
○
▽

に
二
分
し

た
と

い
う
、
そ
の
分
化

の
過
程
を
無
理
矛
盾
な
く
説
明

で
き
る
か
否
か

に

か
か

っ
て
い
る
。
第

五
類

の
現
状
を
、
「第

二
拍
目
狭
母
音
語
が
・
○
▽

に

変
化

す
る

一
方

で
、
広
母
音
語

の
方

は
○
●
▽

に
と
ど
ま
り
や
が

て
○
●

▽
↓

C
●

▼
の
変
化
が
継
起
し
た
」
結
果
と
説
明

で
き
る

の
か
。

い
ま
、

見
島
本
村

(在
)
第
五
類
語

の
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
そ

の
第

二
拍
目

の
母
音

の
広
狭

の
差

に
着

目
し

て
表

1
の
よ
う

に
整
理
し
直
し

て
み
た
。

表

1

右

表
1

で
は
、
旧
稿
か
ら
、
1
姉
○
●

▼
」
へ
の
類
推

か
考

え
ら
れ
る

.兄

」、
語
類

の

確
定
で
き
な

い
「夜

一を
劇
除
し
、
追
加

調
査
し
た

「赤
蛭

」
を
加
、
尺
た
。

口
説

に
と

っ
て
は
、

第
二
拍
目

に
広
母

音
を
有

す
る
語

で
の
●
○

▽
例

(「
青
赤
朝
井
戸
黒

琴
鮭
白
鮒
賛
」
)
、
狭
母
音

を
有
す

る
語

で
の
0
●
▼

例

(「
秋
黍
足
袋
露
鶴
春
蛭
」
)

の
存
在
が
、
不
合
理

で
あ
る
。
ま
た
、
同

じ
○
・
▽
↓
・
○
▽
化

す
る
の
な

ら
、
「
青
赤
朝
井
戸
黒
琴
白
鮒
智
」
よ
り

は
、
第

二
拍
目
が

〔Φ
〕
で
比
較
的
狭
く
な

る

「汗
雨
桶
影
声
鍋
前
」
(「窓
」

も
第
二
拍

目

の
方

が
狭

い
。
)

の
方

こ
そ
ま
ず
・
○
▽

で
あ
り
た

い
の
に
、

そ
れ
も
逆

に
な

っ
て
い
る
。
○
●

▽
祖
形
説

の
成
立
も
難
し
い
と
思
わ
れ

る
ρ

こ
の
よ
う
に
、
第

四
》
五
類

の
分
化
を
前
提

に
し
た
三

つ
の
祖
形
説

は
い
ず
れ

も
採

り
難

い
わ
け
で
あ
る
。

そ

こ
で
、
第

四
、
五
類
統
合

の
立
場

に
も
ど
れ
ば
、
・
○
▽
を
例
外

と
し
て

ど
の
よ
う
に
処

理
で
き

る
の
か
、
考
え

て
み
た

い
と
思
う
。

注
目
す

べ
き
は
、

表

1
の

ア
ク
セ

ン
ト
分
布
相

に
あ
る
種

の
偏
り
が
指
摘

で
き
る
こ
と

で
あ

る
。

壱
岐
と
福
岡
市

は
61
年
3
月

の
筆
者

の
調
査
、

調
査
語
彙

は
見
島

に
同
じ
。
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歴
史
的

に
第
五
類
か
ら
外

れ
る
事
情

の
あ
り
そ
う
な
語

同
平
安
時
代
に
は
第
五
類
で
は
な
か
・
た
語
轟

ハ
周
辺
部
方
言
で
、
第
五
類
語
の
大
勢
と
は
違
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
に

発
音
さ
れ
て
い
る
語

・
島
根
県
簸
川
郡
大
社
町
の
第
五
類
は

「第
二
拍
目
広
母
音
語
○
・
▽

狭
母
音
語
・
○
▽
」
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
、
第
二
拍
目
広

母
音
語
な
の
に
例
外
的
に
・
○
▽
に
発
音
さ
れ
る
語
↓
口
圃
糊
國
…圏

降
・
島
根
県
出
雲
市
で
も
右
に
同
じ
例
外
が
あ
る

青
赤
朝
黒
琴
鱈

逆
に
、
第
二
拍
目
狭
母
音
語
な
の
に
例
外
的
に
○
・
▽
の
語
↓
□
園

隣
○
島
根
県
隠
岐
郡
浦
郷
の
第
五
類
語
の
中
で
例
外
的
に
●
O
▽
に
行
わ

れ
て
い
る
語

朝
井
戸
琴
鮭
葱
眉

(蛇
は
○
●
▽
)

d
平
安
時
代

の
文
献

で
は
ま
だ
語
類
が
例
証
さ
れ
て
い
な
い
語

(
二
拍
名

詞

と
し

て
の
成
立

の
新

し
い
語
が
目
立

つ
)
↓

青
赤
朝
井
戸

牡
蠣
黒

團。
長
崎
県
壱
岐
郡
芦
辺
町
の
第
五
類
は
●
○
▽
だ
が
、
例
外
的
に
○
●

▽
に
発
音
さ
れ
る
語

朝
蜘
蛛
琴
鮭
蛇

・
福
岡
市
西
区
西
の
浦
に
も
右
に
同
じ
例
外
が
あ
る
↓
口
蜘
㈱
圏
]

困
第
五
類
語
の
う
ち
、
見
島
固
有
の
方
言
形
の
あ
る
語
↓
団

イ
)
雁

(
ガ

ン
)
菊
心
(
ネ
ブ

カ
)
蛭

(
ヒ

ー

ル
)
蛇

ヘ
ボ

ー

デ
)
胃

ヘ
マ

ヒ
ゲ

)

黍

(
マ

ン
マ

ン
キ

ビ
)

右

d
～
ハ
項

は
、
歴
史
的

に
み
て
そ
れ
ら
諸
語
が
第
五
類

で
あ
る
こ
と

に
否
定

的

な
事
例

で
あ

る
。
調
査
語
彙
自
体

に
出

入
り
は
あ
る
も
の
の
、
幾

つ
も

の
項

目

に
重
複
し

て
該
当
す
る
語

の
多

い
の
が
目
立

つ
。
d
～
ハ

に
該
当
す

る
16
語

は
古

く
か
ら

の
第
五
類
語
と
し

て
は
疑
問

が
あ

る
ゆ
え
、
表

1
か
ら
除
く

べ
く

○
印

で
囲

ん
で
み
た
。
○
・
▼
例

か
ら
の
削
除

は

「
蜘
蛛
、
黍
、
足
袋
」
3
語

に
と
ど
ま

る
の
に
比

べ
、
・
0
▽
に
行

わ
れ

て
い
た
諸
語
13
語

の
減
少

に
は
著

し

い
も

の
が
あ
る
。
見
島

の
第

五
類

は
、
第
二
拍
目

の
母
音

の
広
狭

の
差

を
問

わ
ず
○
●
▼

に
安
定

し
て
い
そ
う
で
あ
る
。
そ

の
上
さ
ら

に
、
残

っ
た
・
○

▽

例
5
語

に

つ
い
て
、

「第

五
類
か
ら
外

れ

て
い
く
比
較
的
新

し

い
事
情

の
あ

り

そ
う
な
」

■
困
の
み
に
該
当
す

る
語

「
雁
」
を
□
印

で
囲

む
と
、
・
○

▽
に
残

る
例
は

「
鮎
鯉
鮒
舞
」
⑳
4
語

に
な

っ
て
し

衷
う
。
第

五
類

の
多
く

の
・
0
▽

は
み
せ
か
け

で
○
・
▼
が
本
来

の
も

の
、
従

っ
て

「第

四
、
五
類

は
○
・
▼

で

表

2
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第

五
類

か
ら
外
れ

る
比
較
的
新
し

い
事
情

の
あ
り
そ
う
な
語

二
現
在
の
京
都
方
言
で
第
五
類
の
と
る
べ
き
○
・
▽
に
は
行
わ
れ
て
い
な

い語鼠



統
合
し

て
い
る
」
わ
け

で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
見
島

で
は
、
d
～
ハ

に
該
当
す
る

「
蜘
蛛
黍
足
袋
」

ニ

の
み
に
該
当
す

る

「露
」
と
も
、
○
・
▼
を
と
る
が
ゆ
え

に
ま
ぎ
れ
も
な
く
第

五
類

所
属

語
で
あ
り
、

そ
こ
に
聞
か
れ
る
○
●
▼
は
見
島

固
有

の
ア
ク

セ
ン
ト
と
認

め
る
。
従

っ
て
、
表
1

は
前
頁

の
表

2
の
よ
う
に
改

め
ら
れ
る
。

そ
れ

で
は
、

表
1

の
中

で
●

○
▽

に
行

わ
れ

て
い
た
諸
語

の
出
自

は
何

で

あ

っ
た

の
か
。
ま
ず
、
d
～
困
い
ず

れ

の
項

目

に
も
該

当
し

な

い

「
鮎
鯉

鮒

智

」、
■
困

の
み
に
該
当
す
る

「
雁
」
に

つ
い
て
は
、
前
者

の
中

の
3
語
は
魚
の

名
称

に
偏
り
後
者
の
1
語
に
は
見
島
固
有

の
方

言
形
が
あ
る
ゆ
え
、
荻
藩
以
来

の
交
流

で
山

口
県
本

土

ア
ク
セ

ン
ト
・
○

▽
が
早
め

に
習
得
さ
れ
た
も
の
と
考

え

る
。
問
題
は
、
d
～
ハ
項

に
該
当
し

て
○
印

で
囲

ん
だ
諸
語
、
特
に
・
○
▽

に
行
わ
れ
て

い
た
13
語
の
場
合

で
あ
る
。

こ
れ

ら

「
青
赤
朝
井
戸
黒
琴
鮭
白
牡

蠣
猿
葱
蛇
眉
」
に
は
、

二
拍
名
詞
と
し

て
の
成
立
が
新
し
か

っ
た
り
し
て
、
も

と
も
と
の
第
五
類

語
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し

い
語
を
含
む
。
見
島
で
は
、

●
○
▽
に
行
わ
れ
て
い
る
第
三
類
な
ど

の
他

の
語
類
に
属
す
る
語
だ

っ
た
の
で

は
な
い
か
。
文
献

や
各
地
方
言

ア
ク
セ
ン
ト
と

の
比
較
か
ら
第
五
類

語
と

認
め

て
い
る
語
の
中

に
は
、
萩
市
見
島
を
は
じ
め
と
し
て
長
崎
県
壱
岐
郡
芦
辺
町
、

島
根
県
各

地
に
み
た
よ
う
な
地
点

で
、
他
の
多
数
の
第
五
類

語
と

は
異
な

っ
た

ア
ク

セ
ン
ト
の
型

に
発
音
さ
れ

て
い
る
語
が
か
な
り
含

ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

は
、
「古
く
か
ら

の
第
五
類
語
」
と
し

て
は
外

し

て
お
い
た
方
が
よ

い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
周
辺
部
方

言
ア
ク

セ
ン
ト
に
第
五
類
語

の
例
外
が
多

い
の
で
あ

る
。
見
島
本
村

(在

)

ア
ク
セ

ン
ト
の
二
拍
名
詞

に
は
、
第
四
、
五
類

の
区
別

が
認
め
ら
れ
ず
、
従

っ
て
、
「
古

い
日
本

語
に
お
け
る
第

四
、
五
類
の
区

別
の
存

在

」
を
説
く
証
例
と

は
な

り
え
な
か

っ
た
。
却

っ
て
、
第

五
類

の
所
属
語

が
古

く
遡
れ
ば
か
な
り
少
な
か

つ
た
ら
し
い

こ
と
、
第
五
類

の
成
立

は
案
外
新
し

い

の
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
可
能
性
、
第
五
類
所
属
語
の
内
訳

の
再
検
討
を
考
え

さ
せ
る
。
少
な
く
と
も
、
各
地
方

言

ア
ク
セ

ン
ト
の
体
系
、
系
譜
を
論
ず
る

に

あ

た

っ
て
は
、
第
五
類
語
と
し

て
の
所
属

が
新

し
く
不
確
実
な
語

は
、
そ
れ
を

除

い
て
考
察
を
行
う

べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。
「
見
島

本
村

(在
)
ア
ク

セ
ン
ト

の
成
立
、
九
州
諸
方

言
ア
ク
セ

ン
ト
と

の
関
連

に

つ
い
て
」
と

い

っ
た
系

譜
論

の
前
提
と
し

て
、
見
島

ア
ク
セ

ン
ト
の
型

の
体
系
を
も
う

一
度
洗

い
直

し
て
み

た
次
第

で
あ
る
。

本

稿
を
ま
と
め
る
に
際
し
、
上
野
善

道
、
金
田

一
春
彦
、
徳

川
宗
賢
、
奥
村

三
雄

の
各
氏

よ
り
多
大

の
御
教
示
を
賜
わ

っ
た
、
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ

る
。

注
1

岡
野
信
子
氏

「萩
市
見
島
方
言
の
語

ア
ク
セ

ン
ト
」
(国
文
学
研
究

第
六
号

昭
和
45
年
)
「
山
口
県
萩
市

見
島

の
方

言
ア
ク
セ
ン
ト
」
(『方
言
研
究
叢
書
』
第

三

巻

昭
和
49
年

)、
曽
野
正
純
氏

「山

口
県
萩
市
見
島

の
方
言

ア
ク

セ
ン
ト
」
(山

口

国
文
第
5
号

昭
和

57
年
)
、
拙
稿

「萩
市
見
島

の
方
言

ア
ク

セ
ン
ト
卑
見
」
(語
文

研
究

第
52

・
53
号

昭
和

57
年
)
「同

(続
)
」
(文
学
会

誌

第

三
十

五
巻

昭

和
60
年
)
参

照
。

注
2

●
、
O
は
そ
れ
ぞ
れ
高
、
低
音
拍

を
、
▼
、
▽
は
格
助
詞

「ガ
」
の
高
、
低
音
拍

を
示
す
。

注

3

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄

(正
宗
敦
夫
編
、
風
間
書
房
昭
和
45
年

に
よ
る
)
に
次

の

よ
う
に
あ

る
。

鮭
て
て
(僧
下
三
)

弛

ぐ

(僧
下

一
六
)

注
4

奥
村

三
雄
氏

の
前
掲
論
文
参

照
。

注
5

廣
戸
惇

・
大
原
孝
道
氏
共
著

『山
陰
地
方

の
ア
ク
セ
ン
ト
』
(島
根
県
立
教
育
研

究
所
紀
要
第
七
集

昭
和

28
年

)
に
よ
る
。

注
6

廣
戸
惇
氏

『方

言
語
彙

の
研
究
』

(風
間
書
房

昭
和
61
年
)

の
第

十
三
章
六

「名
詞
二
音
節

語
の
四
類

・
五
類
狭
母
音

に

つ
い
て
」

の
項
を
参

照
し
た
。

注
7

現
在

の
京
都
方
言

で
は
、
「雁
琴
露
●
●
▼
、
黍
0
0
▼
」
の
よ
う
に
行
わ
れ

て

=52一



い
る
。

注

8

金

田

一
春
彦
氏

『国
語

ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
原
理
と
方
法
』
へ塙
書
房

昭
和

49
年
)
付
表
8
を
参
照
。

注
9

小
川
武
雄
氏

「1
和
歌
山
方
言
よ
り
観

た
ー
近
畿

ア
ク
セ
ン
ト
に
於
け
る
下
上

(乙
)
型

の
性
質
」
(『
日
本
語

の
ア
ク
セ
ン
ト
』
(中
央
公
論
社

昭
和
17
年
)
)
、

徳
川
宗
賢
氏

「方
言
地
理
学
と
比
較
方

帯.口学
」
(学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌

17

昭
和
49
年
)、

『
日
本
語

の
世
界
8

言
葉

・
西
と
東
』

(中
央
公
論
社

昭
和

56

年
)
第
六
章
、
桜
井
茂
治
氏

「原
始

日
本
語

の
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
-
そ
の
方
法
論

を
め
ぐ

っ
て
=
」

(『
現
代
方
言
学

の
課
題
』
第
3
巻

(明
治
書
院

昭
和
59
年
))

な
ど
を
参

照
。

〔付

記
〕

本
稿

は
、

昭
和
6!
年
3
月

の
第
52
回
筑
紫
国
語
学
談
話
会

で
口
頭
発
表

し
た

も
の
を
ま
と
め
直
し

て
成

っ
た
。
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